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事故時/事故後の測定データの分析，試験により得られた知見，事故進展解析の結果及び現場調査により得られる様々
な情報を有効に活用し，燃料デブリ分布の推定図，FP分布の推定図，線量分布の推定図を作成した。本稿では，2号機
の推定結果をまとめる。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の廃止措置において，原子炉内・格納容器内の燃料デブリや核分裂生成物等の状況を推定・把

握することは不可欠であるが，高線量下にある現場を直接観察することは，現時点でも困難な状態である。このため，

現状の考えうる状態を可視化すべく，廃炉・汚染水対策事業費補助金（総合的な炉内状況把握の高度化）では，事故時

および事故後の測定データの分析，試験により得られた知見，事故進展解析の結果といった個別の検討課題の成果に加

え，現場調査により得られる様々な情報やこれまでに得られた成果を有効に活用するというアプローチをとることで，

炉内・格納容器内の状態を総合的に分析・評価した。 

2. 燃料デブリ分布の推定図の概要 

 図１に 2号機における燃料デブリ分布の推

定図 [1]を示す。炉心部には，ミュオン測定，

過酷事故解析コード及び模擬燃料を用いた実

験 [2]による結果より，炉心外周部に燃料が

存在している可能性はあるものの，大部分の

燃料が損傷・崩落したと推定している。また，

外周部のCRGT及びCRD の一部は圧力容器

底部に蓄積した燃料デブリにより溶融・崩壊

している可能性を推定している。RPV底部に

ついては，上部タイプレートがペデスタル外

周部に落下していることを踏まえ外周部に圧

力容器の破損口がある可能性があり，破損口

については少なくともタイプレートが落下す

る程度の大きさであると推定している。また、

RPV内には多くの燃料が残存し、PCVに落下

したのは一部であると推測している。ペデス

タルについては，床からプラットフォームに

かけて，線量及び温度状態の変化が認められ

ず，またペデスタル下部構造物に目立った損

傷が見られないことから，ペデスタル床上の

燃料デブリは線量や崩壊熱が比較的小さいと

考えられ，金属を多く含む可能性があること

を推定している。 

3. 結言 

図1に示す炉内・格納容器内の状態推定結果は，現時点で得られている情報を最大限活用してまとめたものであるが，

不確かさも多く含む。廃炉作業の進捗に伴い，今後より多くの情報が現場から取得されることが期待されるため，得ら

れた知見の活用を中心に，緒言にて記載したアプローチを継続することで，推定を更新していくことが必要である。 
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